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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今年1月に第2回のオークションが開催され、結果は4月以降に発表される予定ですが、募集量・募集上限の変更、既設原子力電源の安全対策投資の対象追加、算入可能なコストの追加等の制度修正が行われておりますが、電源投資に係る課題は解決されたわけではございません。特に、原子力電源のような建設リードタイムが長期、且つ初期投資が莫大な電源には、①固定費未回収リスク、②建設期間中における費用の充当、③リスクプレミアムの考慮等の課題があるかと考えております。①「固定費未回収リスク」については、原材料費等の高騰に伴う固定費の上振れが発生する可能性もありますので、例えばですが、建設開始時点で確定した固定費に変更することができるようにしてはどうかと考えております。また、②「建設期間中における費用の充当」については、運開後に支払われる容量確保金を原資として、前倒しで建設期間中に発生する費用に充当できるようにしてはどうかと考えております。③「リスクプレミアムの考慮」については、予備費を柔軟に設定できるようにして、リスクプレミアムを引き下げるということも検討してはどうかと考えております。�
※ 事業報酬率が1％引き上げられた背景は、原子力が17年間の建設リードタイムがあるからであり、後は遅延した場合の資本コストを盛り込んであげるべきではないか。�※ 原子力の供給力提供開始年については、「※上記の期間は、⻑期脱炭素電源オークションの制度設計のため、⼀定程度保守的に⾒積もった数字であり、実際の建設リードタイムは増減する場合もある。」とされている。�https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/pdf/039_01_00.pdf
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